














 ＜世界に通用する日本の書の可能性へ＞

 この字は、

 創造の「創」という字の「リ」を「人」にし、

 漢字一文字で、「創造人」と読みます。

 書家を志して以来、

 私の名刺の裏や発信するモノには必ず、この字をつけてきました。

 「書を通じて、時代やモノコト未来を、創造する人になる」

 そんな想いからです。今も変わることはありません。

 書には、

 美術品としての要素と、

 文字を表わす表現手段としての要素があります。

 私は後者の可能性を信じ、また、それがいま私がやりたいことで、

 やれることで、やっていることです。

 書という表現手段を使い、文字をイメージ表現・絵にしていくことや、

 字に表情感情をつけ、単なる情報としての文字をそれ以上のものにしていく。

 そして、

 その都度求められている最良の答え - 最も適した字 - で

 応えていくことができれば、そうすることできっと、

 日本の伝統的な書は、世界に通用する文字を表わす

 手段にすらなり得る、そう思っています。信じています。

 世界に通用する日本の書。

 文化としての書ではなく、文字を表現する手段として世界標準となる書。

 それぞれの国の言語で、書という表現手段で文字に感情や表情をつけていく。

 音楽のように、書の表現も、国境を越えて、理解されていく。

 ついには、フォント文字のハリウッド映画のタイトルも、書の表現に注目する。

 世界に通用する書へ、諦めずに、前へ進んでいきたいと思います。

作品名：創造人

6 歳より書を始める

01年 7月　初個展で書家デビュー

02年 7月　神戸で書家を仕事としてスタート

03年 1月　奈良にアトリエを移転

04年 6月　海外初仕事

04年 7月　国際選抜展で「ディ・マウロ賞」受賞

05年 6月　ベネチアビエンナーレ企画展参加

05年 8月　東京へアトリエを移転
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